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私たち全農グループは、

になります。

生産者と消費者を
安心で結ぶ懸け橋

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。
■ 営農と生活を支援し、元気な産地づくりに取り組みます。
■ 安全で新鮮な国産農畜産物を消費者にお届けします。
■ 地球の環境保全に積極的に取り組みます。

●お世話になりました。［令和4年3月31日付退職者一覧］
●お知らせ
　春のとちぎ米キャンペーン開催！
●簡単レシピ
 『春人参とニラの中華風白和え』
●子牛市場情報
●JAタウンからのお知らせ
●行事予定
●編集後記
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農機事業一体運営に向けて

とちぎのお米で
　　応援キャンペーン抽選会を開催！
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県本部長新年度あいさつ
令和4年度　全農栃木県本部　機構図
令和4年度　子会社・関連会社　機構図



特集特集

初春の候、皆様方におかれましては、益々ご
清栄のこととお慶び申し上げます。
令和 4 年度を迎えるにあたり、ご挨拶申し上
げます。
新年を迎えてから早 4 か月が経とうとしてい
ますが、新型コロナウイルスの影響は未だ収束
の兆しを見せておらず、農業においても外食産
業の時短営業やイベント・行事の中止などによ
り、農畜産物の消費低迷の影響を受けています。
このコロナ禍で特に影響を受けているのが「お
米」です。JAグループ栃木は積極的に令和 3年
産主食用米の作付け転換に取り組んだものの、
予想以上にお米の消費が低迷し、農家経営に大
きな影響を与えることとなりました。4 年度に
おいては、作付け転換の推進、栃木米の消費喚起・
拡大対策に全力で取り組み、農家組合員・JAの
支援を行っていく所存です。
また、コロナによる影響に加え、農業生産の
現場では、就農人口の減少、高齢化に伴う後継
者不足による生産基盤の脆弱化が進行し、労働
力不足への対応が急務となっております。
このような中で我々全農栃木県本部は、JAと
一体となって持続可能な農業生産の実現に向け
た労働力支援や、ICT といった革新的技術の導
入、物流課題への対応、生産コストの低減およ
び販売を起点とした生産提案などによる「生産
基盤の確立」に取り組みます。また、生産から
消費までのバリューチェーンの構築による「食
のトップブランドとしての地位の確立」を目指
してまいります。

具体的には、低コスト肥料農薬の取り扱いや
大型ロットでの取り扱いによるコスト削減、共
同購入トラクターの推進など、生産コストの削
減に継続して取り組みます。「とちぎ米広域集出
荷センター」の活用、農機事業一体運営の拡大
といった拠点型事業の強化による流通コストの
削減・サービス向上を実践いたします。
また、系統未利用・低利用生産者に対しては、
新たな作物の生産振興や生産コスト低減等を提
案し、JAグループへの結集に取り組んでまいり
ます。
さらには、生産基盤の確立に向け、青果物や
米の契約販売の拡大、トマトやいちごの「ゆめ
ファーム」を活用した新規就農者・後継者の育
成をより一層強化し、生産者手取りの最大化に
努めるとともに、「たちつてとちぎ」を合言葉に
した産地とちぎブランドの推進・確立を図りま
す。
今年度は、2030 年の「全農グループがめざす
姿」や「全体戦略」という長期の視点に立った
目標を掲げ、「次期中期計画」を策定し、持続可
能な農業・地域社会の実現に向けた事業戦略を
実践してまいります。そして、「農家・組合員の
ために」という基本姿勢のもと、持続可能な農
業と食の提供のため、“ なくてはならない全農 ”
であり続けるために、JAと一体となり、全職員
が一丸となって全力で事業に取り組んでまいり
ます。
引き続き本会事業へのご支援ご協力をお願い
申し上げます。

以上

令和4年度を迎えて
全国農業協同組合連合会　栃木県本部

県本部長　池　田　佳　正
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特集
（令和４年４月１日現在）

令和4年度　全農栃木県本部　機構図
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…変更部署（R3.4.1対比）

　※【生活部】は事業の合理化と集約化を図るために生活事業（組織購買・食材宅配）広域運営一体化体制へ移行します。
　　これに伴い、令和３年度機構の「生活総合課」と「生活推進課」の機能を本所に移管し、令和４年４月１日付けで本所機構となりました。
　　栃木県内における生活事業は従来通り継続となります。

パールライス販売課

パールライス業務課

パールライス製造課
精 米 工 場
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アウトパックセンター
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直 販 課
営農販売企画部

東京青果事務所

広域集出荷施設課

園 芸 資 材 課

総合物流センター

県域物流配送拠点

全農栃木一級建築士事務所

とちぎゆめ 工 場

冷凍野菜管理室

いちごゆめファーム

東 京 事 務 所

はが野広域農機センター
しもつけ広域農機センター
なす南広域農機センター
おやま広域農機センター
しおのや広域農機センター

部　　長：高瀬　和幸
専任部長：伊澤　雄一
次　　長：渡辺　孝行

部長：佐藤　和弘

部長：荒井　真一
次長：黒﨑　一則

部長：金田　　豊
次長：黒川　満広

部長：関　　昌則

部長：日下田　信
次長：塚原　　稔

池
田
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正
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米
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ル
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中
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文
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管
理
・
営
農
販
売
企
画
・
園
芸
・
畜
産
）

部長：田波　宏夫
次長：杉山　昌史

課長：猪瀬　秀忠

課長：渡邉　正和

課長：豊田　　寛

課長：福川　達夫

課長：小澤　貴洋

課長：加藤　　大

所長：森　　佳久

課長：増渕繁一郎

課長：荒川　直也

課長：吉田　浩之

課長：冨田　康之

課長：関谷　教夫

課長兼務：杉山　昌史

課長：見目　和久

課長：鈴木　宏明

課長兼務：渡辺　孝行

課長：稲見　定幸

課長：荒牧　俊夫

課長：野口　俊仁

課長：江連　一裕

課長：手塚　浩司

課長：中田　紀博

課長：田邉　伸悟

課長：舩生　和孝

課長：平野　　泉

課長：黒川　英利
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特集 トピックスTOPICS TOPICS特集
（令和４年4月1日現在）

令和4年度　子会社・関連会社　機構図
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トピックスTOPICS TOPICS トピックスTOPICS TOPICS

本会生産資材部は3月1日、本会とJAしおのやの農機事業一
体運営として開設した「しおのや広域農機センター」の開所
式を行いました。本会の池田県本部長やJAしおのやの荒井秀
忠組合長ら関係者約40人が参加し、決意表明やテープカット
で開所を祝いました。
農機事業一体運営では、JAと本会が所有する経営資源の効
率的活用、重複機能の排除、マネジメントの一元化などにより、組合員へのサービス向上・事業競争力の強
化・経営収支の改善を図り、組合員にメリットを還元することを目的としています。
JAしおのやの荒井組合長は「事業統合の効果を発揮し、組合員に対するサービス向上とともに、信頼と期
待に応えられるよう頑張っていただきたい」と挨拶しました。池田県本部長は「地域ナンバーワンとして、
地域・組合員の方々に認められるような広域農機センターになるよう努めていく」と意気込みを語りまし
た。

農機事業一体運営に向けて

本会米麦部は3月11日、1月中旬から2月21日の期間に実施した、「とちぎ
のお米で応援キャンペーン」の抽選会を実施しました。
今回のキャンペーンの対象商品は、栃木県産コシヒカリ「とちほのか」、
「なすひかり」、「とちぎの星」、「あさひの夢」などの県産米。対象商品
に貼付してあるシールをめくってQRコード読み込み、応募フォームで必要
事項を入力して応募する方法で行いました。応募総数は5452件でした。
当日の抽選もWEB上で行い、「S賞」の栃木県内高級宿泊施設旅行券、「A
賞」のとちぎ和牛焼き肉用、「B賞」の栃木県産いちごなど合計360名の当
選者を決定しました。
抽選を行った佐藤米麦部長は「本キャンペーンは栃木県が制定した「毎月5と8のつく日は『栃木県民ごは
んの日』」の取り組みを認知していただくべく、栃木県と連携して実施した。今回は、キャンペーンを盛り
上げるためにYouTuberとのタイアップ動画の作成やイベントを開催し、とちぎ米について広く認知しても
らうことができた」と話しました。

とちぎのお米で応援キャンペーン抽選会を開催！

令和4年3月31日退職［令和4年3月31日付退職者一覧］ お世話になりました。

氏　名 所　　　　　属

職
　
員

中　村　剛　久 株式会社JAエルサポート出向 定年退職　4/1付再雇用
榎　並　　　崇 JA三井リース株式会社出向 定年退職　4/1付再雇用
飯　塚　　　進 株式会社栃木県畜産公社出向 定年退職　4/1付再雇用
山　村　英　明 園芸部　園芸資材課 定年退職
須　藤　砂奈恵 生活部　生活総合課 定年退職

嘱
　
託

上　野　則　夫 株式会社栃木県畜産公社出向
大　塚　行　弘 営農販売企画部　担い手支援課
栁　澤　恵　子 園芸部　園芸資材課
合　田　健　二 営農販売企画部　担い手支援課
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春人参とニラの中華風白和え

■作り方■

ふれあい食材についてはこちらから！

〈材料〉（2人分）

生活総合課　管理栄養士
髙橋雲世さん

（アドバイス表2021年4月基本コースP.11）

豆腐はキッチンペーパー等で包んで水切りする。

人参は塩少 （々分量外）で塩揉みし、しんなりとしてきたら、水気を
絞る。ニラはサッと茹でて水気を切る。

ボウルに①とAを入れて、滑らかになるまで混ぜ合わせ、②を加え
て全体を和える。

❶
❷

❸

❶

❷

❸

❹

JAふれあい食材クッキングアドバイス表2021年4月号基本コース掲載のレシピです。

ニラの独特のにおいのもとは、
硫化アリルの一種で
アリシンと呼ばれる物質です。
アリシンには疲労回復を
欠かせない、ビタミンB1の
吸収を高める効果が
期待できます。

ポイント!! 

絹豆腐 ………………………………………………………………… 1/2パック
人参（千切り） ……………………………………………………………… 1/3本
ニラ（2～3cm） ……………………………………………………………… 1束
　　白すりごま・ごま油 ……………………………………………… 各大さじ1
A　鶏がらスープの素 …………………………………………………… 小さじ1
　　塩 …………………………………………………………………………少々

お知らせ

本会米麦部は、4月1日（金）から7月8日（金）までの期間、「春のとちぎ米キャンペーン」を実施します！
とちぎ米は（一財）日本穀物検定協会による令和3年産米の食味ランキングにおいて、コシヒカリ（県
北地区）が特A評価を獲得しました。この記念として当キャンペーンを実施します。
たくさんのご応募お待ちしております！

春のとちぎ米キャンペーン開催！春のとちぎ米キャンペーン開催！春のとちぎ米キャンペーン開催！

対象商品
　・栃木県産コシヒカリ「とちほのか」・なすひかり・とちぎの星・あさひの夢など（各商品5㎏・10kg）、
　　栃木県をはじめ全国のスーパー・量販店、ネット販売されている以下のシールが貼付されている商品
応募期間
　2022年4月1日（金）～2022年7月8日（金）
応募方法
　対象商品に貼付してあるシールをめくって中面のQRコードを読み込んでいただき、応募フォームにて、
　ご希望の賞・年齢・郵便番号・住所・お買い上げ店名をご記入の上、ご応募ください。
賞　　品
　S賞：Nintendo Switch 10名様
　A賞：とちぎ和牛ハンバーグ 50名様
　B賞：とちぎ名物ごはんのお供詰め合わせ 100名様
　C賞：オリジナルQUOカード（3,000円分） 200名様
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とちぎ新鮮倉庫 検 索

クリック

編 集
後 記

JA全農とちぎ

性　　別 上場頭数 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重（日令） 単価（㎏） 前回比

雌

雄

去　勢

合　計

雌

雄

去　勢

合　計

雌

雄

去　勢

合　計

1

　日

2

　日

概

　
　況

 146 146 1,542,200 367,400 709,183 285（288） 2,486 27,565

 － － － － － － － －

 186 186 1,163,800 518,100 856,148 320（287） 2,673 82,616

 332 332 1,542,200 367,400 791,519 304（287） 2,596 57,037

 158 157 1,212,200 39,600 706,830 282（291） 2,499 20,179

 － － － － － － － －

 180 180 1,181,400 427,900 851,479 320（290） 2,655 26,194

 338 337 1,212,200 396,000 784,091 302（291） 2,588 26,091

 304 303 1,542,200 367,400 707,964 283（290） 2,493 23,813

 － － － － － － － －

 366 366 1,181,400 427,900 853,852 320（288） 2,664 57,416

 670 669 1,542,200 367,400 787,777 303（289） 2,592 42,239

令和３年度　3月矢板家畜市場成績書子牛市場情報

○次回開催/2022年4月7日～8日　出場予定：各350頭（2022年5月の開催は、11日・12日です。）

3月の矢板家畜市場は、670頭上場にて669頭が成立し、前年同月比36頭増となりました。平均価格は対前月比雌23,813円高、去勢57,416円
高となりました。
枝肉相場は軟調であるものの、県外からの肥育・繁殖向け雌牛の引き合いが強く、高値での推移となりました。

購買者数　1日目：159人　　2日目：152人

3
月
期
合
計

牛が本来もっている力を最大限に引き出し、熟
成された風味豊かな最上級の「とちぎ和牛」肩
ロース焼肉用！春の行楽シーズンにちょっと贅沢
に“とちぎ和牛”でBBQなどいかがですか？
他にも厳選した『とちぎの味』を取り揃えてお
ります♪

●

●

●

4
月
の
行
事

 7日 （木） 矢板子牛市場　畜産部

 8日 （金） 矢板子牛市場　畜産部

 11日 （月） 県本部運営委員会

4月になりました！暖かい日が続き、もう春かなあと
思いきや、先月末は大雪が降りましたね…。まだま
だ寒暖差が大きい日もありますので、体調管理には
十分お気を付けください。
私事ではございますが、今月号を持ちまして担当

を引き継ぐことになりました。本誌の作成にあたり、
ご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。2
年間大変ありがとうございました。
来月号からはフレッシュな新人が担当になります。

引き続き「全農とちぎ通信」をご愛読いただきます
よう、よろしくお願いいたします！！

（エリ）
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JA全農とちぎ 通信

み

どりをまも
る

ち
きゅ
うにやさしい

この印刷物は環境にやさしい植物油
インクと再生紙を使用しています。

Vol.253

2 0 2 2

4

J
A
全
農
と
ち
ぎ
通
信

　令
和
4
年
4
月
1
日
発
行

Vol.253

2022

4

私たち全農グループは、

になります。

生産者と消費者を
安心で結ぶ懸け橋

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。
■ 営農と生活を支援し、元気な産地づくりに取り組みます。
■ 安全で新鮮な国産農畜産物を消費者にお届けします。
■ 地球の環境保全に積極的に取り組みます。

●お世話になりました。［令和4年3月31日付退職者一覧］
●お知らせ
　春のとちぎ米キャンペーン開催！
●簡単レシピ
 『春人参とニラの中華風白和え』
●子牛市場情報
●JAタウンからのお知らせ
●行事予定
●編集後記

CONTENTS

農機事業一体運営に向けて

とちぎのお米で
　　応援キャンペーン抽選会を開催！
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県本部長新年度あいさつ
令和4年度　全農栃木県本部　機構図
令和4年度　子会社・関連会社　機構図


